
デジタル顕微鏡
この度は、デジタル顕微鏡「400-CAM106」(以下本製品)をお買い上げいただき誠に
ありがとうございます。本製品は組立式になっていますので、以下の要領で組立ててく
ださい。

400-CAM106

組立説明書

本製品は組立て方法によって下図のように2通りの使い方ができます。
用途に合わせて組立ててください。

⑬六角レンチ
（2.5mm）×1本

⑫ボルト×4本
（うち2本は予備です）

⑪ノブボルト
×2本

⑩プレート
×1枚

⑨固定リング
×1個

⑧調節リング
×1個

⑦ボールジョイント
×1個

⑥ストッパー×1個⑤キャップ×1個

④ポール×1本③ステージ×1枚

②ホルダー×1台

①顕微鏡×1台

※欠品や破損があった場合は、品番(400-CAM106)と
　上記の番号（①～⑬）と名称（キャップなど）をお知らせください。

完成図

組立て部品

ボールジョイントで
角度を調節可能

＜用意していただくもの＞
プラスドライバー、手袋（組立て時のケガなどを防ぐため、着用をおすすめします）

高さ・向きの他に角度を
調節したい場合A

高さ・向きの他に 角度を調節したい場合（ボールジョイント使用）A 高さ・向きのみ調節する場合B

使用方法、各部の調節方法は本製品同梱の取扱説明書をご確認ください。

高さ・向きのみ
調節する場合B

1.ステージにポールを取付けます。

2.ポールにストッパーを取付けます。

3.ポールにホルダーを取付けます。

4.ポールにキャップを取付けます。

5.ホルダーからN型プレートを取外します。

6.ホルダーにボールジョイントを取付けます。

7.ボールジョイントにN型プレートを取付けます。

8.N型プレートに顕微鏡を取付けて完成です。

❶ホルダーにプレートを取付けます。

❷プレートにボールジョイントを取付けます。

③ステージ

N型プレート

N型プレートN型プレート

N型プレートN型プレート

⑪ノブボルト⑪ノブボルト

①顕微鏡
※カメラを下にします。
①顕微鏡
※カメラを下にします。 ①顕微鏡①顕微鏡 N型プレートN型プレート

⑪ノブボルト⑪ノブボルト

①顕微鏡
※カメラを下にします。
①顕微鏡
※カメラを下にします。 ①顕微鏡①顕微鏡

⑥ストッパー
※ポールに通し、固定ボルトを
　しっかり締めて固定してください。

②ホルダー
※ポールに通し、固定
　ボルトをしっかり締めて
　固定してください。

＜横から見た図＞

固定ボルト

固定ボルト

④ポール

④ポール

ツマミ

⑤キャップ

⑧調節リング

⑨固定リング

②ホルダー
※ポールに通し、固定
　ボルトをしっかり締めて
　固定してください。

ツマミ

⑫ボルト

⑩プレート

N型プレートを取付けていたボルトを使用します。

⑦ボール
　ジョイント

ホルダーの上下を逆にしてどちらでも取付けられます。
用途に合わせて取付けてください。

締める

ツマミを左側にする場合
顕微鏡の位置が高くなります。

ツマミを右側にする場合
顕微鏡の位置が低くなります。

締める
固定ボルト

締める

または

締める

1.ステージにポールを取付けます。

2.ポールにストッパーを取付けます。

3.ポールにホルダーを取付けます。

4.ポールにキャップを取付けます。

5.N型プレートに顕微鏡を取付けて完成です。

③ステージ

⑥ストッパー
※ポールに通し、固定ボルトを
　しっかり締めて固定してください。

②ホルダー
※ポールに通し、固定
　ボルトをしっかり締めて
　固定してください。

＜横から見た図＞

固定ボルト

固定ボルト

④ポール

④ポール

ツマミ

⑤キャップ

②ホルダー
※ポールに通し、固定
　ボルトをしっかり締めて
　固定してください。

ツマミ

⑫ボルト

ホルダーの上下を逆にしてどちらでも取付けられます。
用途に合わせて取付けてください。

締める

ツマミを左側にする場合
顕微鏡の位置が高くなります。

ツマミを右側にする場合
顕微鏡の位置が低くなります。

締める
固定ボルト

締める

または

締める

付属の六角レンチを使用してボルトを取外します。

締める

締める

締める締める 締める締める
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